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作業環境測定基準の一部を改正する告示等の適用等について 

 

 

平成 22 年度管理濃度等検討会報告書（平成 23 年６月）において、従来から

作業環境測定を実施することとなっている物質のうち、ベンゾトリクロリド等

７物質の管理濃度等について、最新の知見により改正することが適当とされた。

これを踏まえ、作業環境測定基準の一部を改正する件（平成 24 年厚生労働省告

示第 42 号）、作業環境評価基準の一部を改正する件（平成 24 年厚生労働省告

示第 43 号）、特定化学物質障害予防規則の規定に基づく厚生労働大臣が定める

性能の一部を改正する件（平成 24 年厚生労働省告示第 45 号）及び特定化学物

質障害予防規則第８条第１項の厚生労働大臣が定める要件の一部を改正する件

（平成 24 年厚生労働省告示第 44 号）がいずれも平成 24 年２月７日に公布され

た。 

また、ベンゾトリクロリドの管理濃度を新たに設定することに伴う所要の改

正を行う特定化学物質障害予防規則の一部を改正する省令（平成 24 年厚生労働

省令第 18 号）も同日公布され、これらは４月１日から適用又は施行されること

とされたところである。 

ついては、上記省令及び告示の内容は下記のとおりであるので、関係者への

周知徹底を図るとともに、その運用に遺漏なきを期されたい。 

併せて、別添により関係事業者団体等の長に対して会員事業者への周知を要

請したので了知されたい。 

 

記 

 

１ 特定化学物質障害予防規則（昭和 47 年労働省令第 39 号）第 36 条の２関

係 

「ベンゾトリクロリド」について、従来から、作業環境測定を行った結果

については記録し保存しなければならないが（特定化学物質障害予防規則第

36 条第 2 項）、今般、３の（１）により管理濃度を新たに設定することか

ら、作業環境測定の結果を評価しなければならないこととしたこと。そのた



め、測定した結果と併せて、評価した結果を記録することとしたこと。 

 

２ 作業環境測定基準（昭和 51 年労働省告示第 46 号）別表第１関係 

「ベンゾトリクロリド」の試料採取方法について、従来は直接捕集方法の

みであったが、固体捕集方法を追加したこと。 

なお、固体捕集方法によるより高い精度で測定できる具体的な方法として

は、加熱脱着捕集管にて捕集後、加熱脱着により分離したものを試料として、

ガスクロマトグラフ分析方法（ＧＣ‐ＦＩＤ法）により分析するものがある

こと。 

 

３ 作業環境評価基準（昭和 63 年労働省告示第 79 号）別表関係 

（1）「ベンゾトリクロリド」について、ＡＣＧＩＨ（米国産業衛生専門家会

議）は、ばく露限界値として天井値で０．１ｐｐｍを勧告していることか

ら、管理濃度の値としては、測定の定量下限をも考慮して、０．０５ｐｐ

ｍと新たに設定したこと。このようなことから、可能であれば、０．０５

ｐｐｍよりも可能な限り低く抑えることが望ましい。 

（2）「エチレンイミン」等６物質については、管理濃度の値を小さくしたこと。 

なお、「硫化水素」の管理濃度は、従来５ｐｐｍであったものを、１ｐｐ

ｍに改正したが、測定方法は、従来から検知管方式による測定機器又はこれ

と同等以上の性能を有する測定機器を用いる方法によることができるとし

ており（作業環境測定基準第 10 条第 2 項）、管理濃度の値を小さくした後で

あっても、測定値に影響を及ぼすおそれのある物質がない時は、検知管方式

による測定機器と同等以上の性能を有する測定機器（例えばガスセンサー）

を使用することが可能であること。 

 

４ 特定化学物質障害予防規則の規定に基づく厚生労働大臣が定める性能（昭

和 50 年労働省告示第 75 号）第１号の表関係 

「ベンゾトリクロリド」、「エチレンイミン」又は「硫化水素」が発散する

作業場に設ける局所排気装置の性能要件を、３の改正に伴い改正したこと。 

 

５ 特定化学物質障害予防規則第８条第１項の厚生労働大臣が定める要件（平

成 15 年厚生労働省告示第 378 号）関係 

ベンゾトリクロリドが発散する作業場に設ける局所排気装置の稼働要件

を定めたこと。 

 

６ 屋外作業場等における作業環境管理に関するガイドライン関係 

平成 17 年 3 月 31 日付け基発第 0331017 号「屋外作業場等における作業環

境管理に関するガイドラインについて」の６（２）イ（イ）中、「令別表第

３第１号６」の下に「若しくは７」を加え、別表第１中、以下の「物の種類」

の下欄「管理濃度等」を次のように改正する。 

物の種類 管理濃度等 



１～６（略） 

７ エチレンイミン ０．０５ｐｐｍ 

８～４０（略） 

４１ ベンゾトリクロリド ０．０５ｐｐｍ 

４２～４７（略） 

４８ 硫化水素 １ｐｐｍ 

４９～５８（略） 

５９ エチレングリコールモノメチルエー

テル（別名メチルセロソルブ） 

０．１ｐｐｍ 

６０～６６（略） 

６７ 酢酸イソペンチル（別名酢酸イソアミ

ル） 

５０ｐｐｍ 

６８～７０（略） 

７１ 酢酸ノルマル－ペンチル（別名酢酸ノ

ルマル－アミル） 

５０ｐｐｍ 

７２～９２（略） 

９３ メチルイソブチルケトン ２０ｐｐｍ 

９４～１１４（略） 

 

 


